
日
曜
お
は
よ
う
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す

　

医
療
法
人
玲
心
会
で
は
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
医
療
・
介
護
に
関
す
る
知

識
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

毎
月
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
一
般

の
方
を
対
象
に
分
か
り
や
す
く
皆
さ
ん

の
健
康
に
関
す
る
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
の

で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は「
高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の
活
動

対
象
に
な
っ
て
お
り
、
１
回
の
参
加

で
２
ポ
イ
ン
ト
つ
き
ま
す
。

【
日
時
】

　

３
月
３
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
11
時

【
場
所
】

　

�

は
る
び
ゅ
う
ク
リ
ニ
ッ
ク（
旧
建
物
）

大
崎
町
野
方
６
０
４
５
‐
１

【
テ
ー
マ
】

　

�

健
康
的
な
食
生
活
に
つ
い
て（
脂
質

異
常
症
・
糖
尿
病
な
ど
）

　

～
食
材
選
び
と
調
理
の
ポ
イ
ン
ト
～

問
サ
ン
セ
リ
テ
の
が
た

　

☎
０
９
９
‐
４
７
１
‐
０
０
８
８

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

平
成
31
年
度
県
営
住
宅
の
空
き
家
待

ち
順
位
登
録
の
申
込
み
受
付
を
お
こ
な

い
ま
す
。

【
募
集
住
宅
】　

■
鹿
屋
市

　

�

西
原
団
地
、
平
和
団
地
、
鹿
屋
桜
ヶ

丘
団
地
、
泉
ヶ
丘
団
地
、
郷
之
原
団

地
、
寿
団
地
、
大
浦
団
地
、
下
祓
川

団
地
、
コ
ー
ト
札
元
台
団
地
、
パ
ー

ク
ヒ
ル
ズ
鹿
屋
団
地
、
十
三
塚
団
地
、

グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
吾
平
団
地

■
垂
水
市

　

垂
水
団
地
、
下
宮
団
地

■
曽
於
市

　

�

旭
ヶ
丘
団
地
、
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
財
部

団
地

■
志
布
志
市

　

�

寿（
安
楽
第
二
）団
地
、
ウ
ッ
ド
タ
ウ

ン
宮
脇
団
地
、
緑
ヶ
浜（
松
波
）団
地
、

若
葉（
第
２
松
波
）
団
地
、
海
洋（
関

屋
）
団
地
、
前
原
団
地
、
ラ
フ
ォ
ー

レ
松
原
団
地

■
肝
属
郡
錦
江
町

　

タ
ウ
ン
コ
ー
ト
ハ
ウ
ス
城
元
団
地

【
申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
】　

　

２
月
１
日（
金
）
～
28
日（
木
）

　

９
時
～
17
時

【
抽
選
日
】　

　

３
月
12
日（
火
）10
時
～

【
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
書
受
取
場
所
】

■
鹿
屋
・
垂
水
・
肝
属
郡
錦
江
町

　

㈱
オ
ー
リ
ッ
ク
不
動
産　

鹿
屋
支
店

　

〒
８
９
３
‐
０
０
１
４

　

鹿
屋
市
寿
３
丁
目
12
‐
24

　

☎
０
９
９
４
‐
４
０
‐
９
６
２
０

■
曽
於
市
・
志
布
志
市

　

㈱
オ
ー
リ
ッ
ク
不
動
産　

曽
於
支
所

　

〒
８
９
９
‐
８
１
０
２

　

�

曽
於
市
大
隅
町
岩
川
５
６
７
７（
県

曽
於
庁
舎
内
）

　

☎
０
９
９
‐
４
７
１
‐
２
５
０
０

第
８
回
　
回
生
園
カ
フ
ェ 

の
ご
案
内

　

回
生
園
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
が
、
地
域
の
人
や
医
療
・
介

護
の
専
門
職
と
相
互
に
情
報
を
共
有
し
、

お
互
い
を
理
解
し
合
う
場
で
す
。

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
ご
家
族
、
地
域

の
皆
さ
ま
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】

　

２
月
24
日（
日
）　

14
時
～
16
時

【
場
所
】

　

回
生
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】

　

茶
話
会
、
介
護
・
健
康
相
談
な
ど

【
参
加
費
】

　

無
料

問
回
生
園

　

☎
０
９
９
‐
４
７
７
‐
０
３
７
２

春
の「
郷
土（
ふ
る
さ
と
）に

学
び
・
育
む
青
少
年
運
動
」

　

春
は
卒
業
・
進
学
・
就
職
な
ど
、
青

少
年
に
と
っ
て
人
生
の
節
目
と
な
る
貴

重
な
経
験
を
す
る
大
切
な
時
期
で
す
。

　

県
で
は
、
３
月
11
日
～
４
月
10
日
を

春
の「
郷
土（
ふ
る
さ
と
）
に
学
び
・
育

む
青
少
年
運
動
」期
間
と
し
て
、
家
庭
・

学
校
・
職
場
・
地
域
お
よ
び
関
係
機
関
・

団
体
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
運
動
を

積
極
的
に
展
開
し
、
青
少
年
健
全
育
成

へ
の
県
民
の
理
解
を
深
め
、
次
代
の
鹿

児
島
を
担
う
た
く
ま
し
い
青
少
年
を
育

成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
の
育
成
は
家
庭
が
基
本
で
あ

る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
鹿
児
島
の

教
育
的
伝
統
と
風
土
を
生
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の

春
休
み
期
間
を
含
む
こ
と
か
ら
、非
行
・

被
害
防
止
や
各
種
事
故
防
止
に
つ
い
て

も
重
点
的
に
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

問
県
庁
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
７
７

春
季
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ン
プ
の
到
来
！

　

本
県
で
は
、
１
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
を
は

じ
め
と
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の

キ
ャ
ン
プ
が
多
数
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

熱
気
あ
ふ
れ
る
練
習
を
繰
り
広
げ
る

選
手
の
姿
を
、
ぜ
ひ
、
間
近
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
で
は
キ
ャ
ン
プ
期
間
中
に
、

抽
選
で
景
品
が
当
た
る
キ
ャ
ン
プ
地

め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま

す
。
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
、
各
地
域
の

特
産
品
や
チ
ー
ム
グ
ッ
ズ
を
ゲ
ッ
ト
し

ま
し
ょ
う
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
応
募
用
紙
が
付

い
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
県
内
各
地
域
振

興
局
・
支
庁
の
他
、
鹿
児
島
空
港
や
鹿

児
島
中
央
駅
な
ど
で
入
手
可
能
で
す
。

※�

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
県
観
光
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
県
庁
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
７
７

屋
外
広
告
物
条
例
お
よ
び

同
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　

広
告
塔
や
広
告
板
な
ど
の
屋
外
広
告

物
は
、
有
益
な
情
報
を
も
た
ら
す
一
方

で
、
そ
の
管
理
が
十
分
に
な
さ
れ
な
い

と
、
景
観
や
安
全
が
損
な
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
県
で
は
、
屋
外
広
告
物
の
一

層
の
安
全
性
の
向
上
を
図
り
、
公
衆
に

対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
、
屋
外

広
告
物
を
表
示
し
ま
た
は
屋
外
広
告
物

を
掲
出
す
る
物
件
を
設
置
す
る
者
な
ど

の
点
検
義
務
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
と

と
も
に
、
屋
外
広
告
物
法
の
改
正
を
踏

ま
え
、
禁
止
地
域
に
田
園
住
居
地
域
を

加
え
る
な
ど
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

※�

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。�

（「
鹿
児
島
県
屋
外
広
告
物
」で
検
索
）

問
県
庁
都
市
計
画
課

　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
６
８
０

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ
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